
②ソフト：表参道のプログラム

参道

文化アパー

表参道は、近年は多くのブランド店が軒を連ねる商業空間として性格が目立つ。歴史を
追うと、起源は明治神宮創立を期に作られた参道である。古くには同潤会アパート等の
文化アパートが建ち並び、今でも表参道ヒルズに面影が残っている。このケヤキ並木の
参道を中心とした、暮らしと商業、滞留と流動が混ざり合った独特の界隈性が表参道の
魅力ではないだろうか。

①ハード：谷としての表参道

E c o - s y s t em
環境装置としての谷

O - S k i n
被膜

S t r u c t u r e
谷的構造 : 連結制振構造
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文化アパー

文化アパート 商業施設

1 9 2 0 年に明治神宮が創立された時に丘の地形を削り取って一本の参道が作られた。
表参道は、歴史の中で人為的に作られた谷であった。谷の形には生活・文化を育む力
がある。谷は断面によって境界を作る。底には豊富な資源が蓄積される。谷に沿って
新鮮な水や空気が流れる。谷が表参道に活気を与える源になっている。

構造図

粘性ダンパー

Omotesando Valley は、軽量化を図るために鉄骨造を採用し
ている。谷よって生まれた２つのボリュームを粘性ダンパー
で連結することで制振効果をを図る。

ダンパー図式

Oに空けたパンチングメタルのファサード。
穴の大きさは中のプログラムと外との関係で決定される。
商業施設の下層部は、Mサイズの被膜で視線や光を調節する。
Sサイズは、南と西の建物が隣接する部分に利用される。上層の
レジデンスは、大きな開口を取り、光、風、景色を取り込む。

谷の空洞は、風を誘い込む。こ
の風の流れは、各階層の空気に
対する誘因効果を期待できる。
谷の緑に風が流れることで、都
市の冷却効果も生む。

誘因効果 風

①風

②水と熱

雨水

レジデンス

テナント

１）雨水を利用した緑への水供
給システム。
２）商業テナント施設は、機器
の冷却などによる熱を出しやす
く、一方で居住施設は給湯など
で熱を必要とする。この商業と
居住の熱の需要関係は、そのま
ま熱交換方式の採用に繋がる。

熱交換

動線全体構成
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F i n a n c e
収益試算

表参道通りを中心軸として文化・商業の流動を生むこの場所は、明治神宮創立の際に丘を切通しすことによって生まれた「谷」が源流となっ

ています。谷の形は流れを作り、時には滞留を生み、豊かな自然や文明を力を持ちます。

本設計提案では、表参道の「谷」をデザインコンセプトとしました。谷は、表参道が持つ商業と居住の機能の共存を可能とし、同時に都市

に快適な公共空間を提供します。Omo t e s a n d o  V a l l e y は、表参道を象徴し、拡張する建築です。

敷地面積   1 1 2 0  m 2
延べ床面積   6 3 8 2  m 2
レンダブル比   0 . 8 3  
有効床面積   5 3 0 2  m 2
想定平均賃料   8 0 0 0 0　円 /m 2・月
売り上げ（月）  4 2 4 1 6　万円 / 月
売り上げ（年）  5 0 8 9 9 2　万円 / 年
  
表参道適正価格 *  3 7 7 2 3 0 7  円 /m 2
土地価格   4 2 2 4 9 8 3 8 4 0  
想定建築単価   5 0 0 0 0 0 0  円 /m 2
想定建物価格   3 1 9 1 0 0 0 0 0 0 0  円
総コスト   6 1 3 4 9 8 3 8 4 0  円
表面利回り   0 . 1 4

谷の建築

(i)

(ii)

(iii)

表参道の地形形態をデザインに応用するにあたって、建築形態を敷地条件から生成し、最適
化された谷を造形する。ここでは、谷のヴォイド配置の検討から 2つの原型（i）（ii）を想定し、
これらを合成し、多くの機能を満たす最適化された谷造形（iii）を目指す。

基壇型。基壇は、１）視線と騒音を遮りつつ、都市への眺望
がえられる公共空間をつくる。また、２）地上階を商業機能
が占める表参道のプログラム配置のリズムを基壇の構成は満
足させやすい。

対角庭型。角地への応答として生まれた型。
１）表参道と青山通りを繋ぐ抜けが生まれ、２）通風を確
保できる。また、３）暗くなりがちな建物中心への採光が
とれる。

i)+ii) 合成。
基壇と対角庭の特徴を併せ持つ谷。公共空間、表参道のリ
ズム、角地への応答、通風採光をそれぞれの条件を満足する。

R e s e a r c h
敷 地 分 析

未来の表参道のプログラム

③コンセプト：過去～未来へ繋がる谷
表参道を象徴し、未来の姿を示すような建築を目指す。
①②の敷地分析から、表参道がこれまで辿ってきた活動を結合し
新しい科学反応が起こるプログラム、すなわちコマーシャルとレ
ジデンスと緑空間を一つの建物に統合する。
そして、異なる様々なプログラムを内包する形態タイポロジーと
して表参道の「谷」の形をコンセプトとする。
過去から未来へ繋がる谷。

EV

bed

bed

bed

terrace

co-working

living

living
terrace

terrace

bath

wc

bath

EV

EV

wc

packaging

retail

retail

Omotesanodo

EV

EV

ao
yam

a

* 参考 URL　https://tochidai.info/area/omotesando/

地上から 10m程上がった場所。谷
底。表参道から離れたこの場所は、
表参道の公共空間。奥には、階段デッ
キと緑の壁がそそり立つ。
緑壁隣りにはカフェとレストラン。
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レジデンス。表参道の空が入り込む。

カフェレストラン階。洞窟のような室内。3層の吹き抜け。

谷底の公共空間。緑の香り。空からは光が落ちてくる。

レジデンス棟の共有テラス。コミュニティ等の媒介となる場所。

ショッピング

カフェ＆レストラン

フィットネス

コワーキングスペース

ビオトープ共有テラス

レジデンス

谷底公共空間

上層のレジデンスは、静寂の空間。
喧噪の日常から離れ、自分の時間
を過ごす場所。最下層にエントラ
ンス。各部屋は表参道から反対側
のテラスを共有する。このテラス
から中庭の緑が楽しめる。谷間を
介してフィットネスやカフェを利
用できる。

レジデンスとコマー
シャルが共有テラス
と谷間を介して一続
きに繋がる平面計画。

7階平面図 １/1000

北に 2つ、東に１つの
入口。表参通側には 3
階の谷底に続く大階段
が面する。

地上階平面図　1/1000

表参道には、渋谷や六本木等の中間に位
置するためビジネス地区としても需要が
ある。外から来た人もレジデンスに住む
人も使えるコワーキングスペース。

表参通から延長された緑のリズムは、頂
点のビオトープで終結する。レジデンス
棟からもテラスを介してアクセスできる。

少子高齢化が進む中、健康は楽しく維持
したい。フィットネスは、体を動かしな
がら知人友人と交流も深められる。

3層吹き抜けのカフェレストラン。
壁をまたいで外の谷底空間にでれば、外
で食事を楽しめる。

気鋭の商業ブランドが並ぶ地上 2階と地
下２階にテナントスペース。表参道らし
いショッピング体験。


